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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は，慢性疾患をもつ子どもと家族のニーズを捉えるための教育支援プ
ログラム（『慢性疾患をもつ子どもの成長発達に合わせた支援・日頃の看護実践や気になることについて』，
『子どもや家族のニーズを把握するための工夫とコミュニケーション』，『子どもや家族を取り巻く他職種との
連携・社会資源や福祉サービス』）に参加した，小児科外来看護師の認識と看護実践がどのように変化するのか
を明らかにし，プログラムの評価をすることである．参加者に質問紙調査と面接調査を行ったところ，看護実践
を振り返る機会となっていたことや，家族への関わり方が変化したことなどがわかり，プログラムの効果が確認
された．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify how the recognition and nursing 
practice of the pediatrics outpatient nurse who participated in the education support program ('
Support in line with the growth and development of children with chronic diseases, daily nursing 
practices, and concerns' , 'Ideas and communication to understand the needs of children and 
families' , 'Cooperation with other occupations surrounding children and families, social resources,
 and welfare services') for catching the needs of child and family with the chronic disease change, 
and to evaluate the program. When questionnaire survey and interview survey were carried out to 
participants, it was proven that it became an opportunity to look back on nursing practice and that 
the relation to the family changed, etc., and the effect of the program was confirmed.

研究分野：小児看護学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
外来看護師が慢性疾患をもつ子どもと家族のニーズを捉えるための具体的な方策については明らかになっておら
ず，本研究で外来看護師への教育支援プログラムを示すことにより，外来看護の質の向上につながると考えられ
る．本研究に参加した外来看護師は，小児看護専門看護師のモデル事例を用いた講義や他施設の看護師とのディ
スカッションにより，実践的な視点から学びを深めることにつながっていた．本研究で行ったプログラムの講義
部分を、全国の地域医療支援病院の看護師向けに公開することにより，外来看護師への教育支援に活用してもら
えることが期待される．



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年，医療技術の著しい進歩や医療を取り巻く社会環境の変化により，慢性疾患をもちなが
ら地域で生活する子どもや家族がますます増加している．2005年に小児慢性特定疾患治療研究
事業が法制化されたことに続き，これまで子どもや家族に対し，医療制度や支援の充実が図ら
れてきている．慢性疾患をもつ子どもや家族が自宅で生活を送るためには，地域医療支援病院
において，長期間にわたる外来での継続的なフォローが必要である．慢性疾患をもつ子どもの
家族は，健康児の家族よりも精神面，身体面のストレスが高いといわれており（丸ら，1997，
扇野ら，2010），外来で子どもや家族の日常生活を支援する看護師の役割が一層求められてい
る． 
地域医療支援病院の小児科外来看護師は，急性疾患の子どもが多くを占める中で，複雑なケ
ースや慢性的な問題を抱えた子どもと家族への看護も求められているが，家族のニーズを把握
する難しさや知識・技術不足を感じており，家族との関わりが難しい現状である（堀ら，2002，
大脇ら，2008；2010，別所ら，2012）．現在，いくつかの医療機関においては，小児看護専門
看護師や認定看護師を中心に専門的な看護外来を開設する取り組みが始まっている（平成 22
年度日本看護協会業務委員会，2010）．しかし，現行の医療法施行規則における外来看護職の
配置基準は，患者 30名につき看護職 1名であり，昭和 23年から変わっておらず，多くの総合
病院では，配置転換などにより外来に配置された看護師が，試行錯誤しながら慢性疾患をもつ
子どもや家族のケアにあたっている現状がある．慢性疾患をもつ子どもの家族は，外来看護師
の知識向上や看護体制の改善を望んでいることも報告されており（鈴木ら，2003，福田ら，2010），
今後は，専門的な看護外来などの外来看護体制の充実と同時に，小児科外来に配属された看護
師が継続看護を行うための教育支援が必要であると考えられる． 
筆者が平成 23年度から平成 25年度に行った，科学研究費補助金若手研究（B）「慢性疾患を
もつ子どもの家族と関わる外来看護師の教育支援ニーズに関する研究」では，多くの看護師が
『子どもの疾患や病態に関する知識』，『子どもの発達や特徴に関する知識』，『社会資源や福祉
サービスに関する知識』，『子どもの経過を理解するための知識・技術』などについて教育支援
の必要性を感じていた．また，「家族看護やカウンセリングに関する研修」や「学校との連携方
法」，「子どもや家族からのニーズを把握する方法」などの必要性についての意見も聞かれ，多
様なニーズがあることがわかった．学習の機会については，「総合病院のため，小児科外来看護
に特化した勉強会は少なく，慢性疾患に関するものは皆無」，「複雑なケースが多いため，学習
を受ける時間や機会を十分に与えてほしい」，「常に新しい知識が得られるとよい」など，学習
の機会に関する意見が多数聞かれた． 
先行研究においては，小児科外来看護師が慢性疾患をもつ子どもと家族により良く関わるた
めの具体的な方策についての調査や，地域医療支援病院の小児科外来看護師への教育支援プロ
グラムに関する報告は見られない．外来看護師が求めている教育支援を行うためには，どのよ
うな方法・内容が必要かを検討し，具体的な教育支援プログラムを作成する必要があると考え
られる．実際に，慢性疾患をもつ子どもや家族と継続的に関わっている外来看護師は数少ない
ため，プログラム作成にあたっては，地域医療支援病院の小児科外来で継続看護を行っている
小児看護専門看護師から子どもや家族への関わりの工夫や，外来看護体制の現状に即した教育
支援方法について聞き取り調査を行うことにより，外来看護師のニーズに沿ったプログラムの
作成を検討することができると考えられる． 
 
２．研究の目的 
本研究は，地域医療支援病院の小児科外来看護師が，慢性疾患をもつ子どもと家族により良
く関わるための教育支援プログラムを作成し，実際にそのプログラムに参加した外来看護師の
認識と看護実践がどのように変化するのかを明らかにするとともに，プログラムの評価をする
ことを目的とする． 

  
３．研究の方法 
 本研究は，3つの方法で実施した． 
（１）教育支援プログラムの作成 
研究者らがこれまでに行った教育支援ニーズについての調査結果や先行研究を参考にすると
ともに，地域医療支援病院の小児科外来で継続看護を行っている２名の小児看護専門看護師か
ら助言を得て，3つの内容で構成する教育支援プログラムを作成した． 
  
（２）慢性疾患をもつ子どもの家族のニーズを捉えるための小児科外来看護師教育支援プログ
ラムの実施と質問紙調査 

①対象者（参加者）：A県内の地域医療支援病院 10施設に勤務する小児科外来看護師 
②研究期間：2016 年 7 月から 2017 年 1 月 
③プログラムの概要：『慢性疾患をもつ子どもの成長発達に合わせた支援・日頃の看護実践や気
になることについて（第 1回）』，『子どもや家族のニーズを把握するための工夫とコミュニケ
ーション（第 2回）』，『子どもや家族を取り巻く他職種との連携・社会資源や福祉サービス（第
3 回）』で構成した．各 3回のプログラムは，2ヶ月に 1 回のペースで 3回行い，1 回につき
120 分とした．各回は，小児看護専門看護師 2 名による講義とテーマに関するグループディ



スカッションの形式とした．  
④調査内容：無記名の自記式質問紙調査を行った．各回の評価として，終了直後にプログラム
の満足度，講義内容の理解度，ディスカッションの学び，テーマについて日々の看護実践を
振り返り感じたことを尋ね，終了後 2か月後に実践への活用の程度，活用した内容，プログ
ラムについての意見・感想を尋ねた．各項目は，5 段階のリッカートスケールによる選択肢
と自由記述にて構成した．  
⑤分析方法：量的データは，単純集計をし，質的データは自由記述の内容をまとめた． 
⑥倫理的配慮：本調査は，所属機関の倫理委員会の承認を受けた後に，各病院の看護部長，看
護師長を介して対象者へ依頼文書の配布を依頼した．対象者には，文書にて研究目的や調査
方法，結果公表，協力の自由意思，プライバシーの保護，参加申込後の撤回は可能であるこ
とについて説明した． 
 
（３）教育支援プログラムに関する面接調査 
①対象者：2016 年に実施した「慢性疾患をもつ子どもの家族のニーズを捉えるための教育支援
プログラム」に参加した外来看護師 
②研究期間：2018 年 10 月から 2019 年 12 月 
③調査内容：半構成的面接調査を行った．プログラムに参加したことにより，その後の看護実
践や意識にどのような変化があったのか，プログラムの内容や方法についてどのような要望
があるのかについて尋ねた． 
④分析方法：逐語録を作成し，研究疑問ごとに内容を分析した． 
⑤倫理的配慮：本調査は，所属機関の倫理委員会の承認を受けた後に，各病院の看護部長，看
護師長を介して対象者へ依頼文書の配布を依頼した．対象者には，文書にて研究目的や調査
方法，結果公表，協力の自由意思，プライバシーの保護，参加申込後の撤回は可能であるこ
とについて説明した． 
 
４．研究成果 
（１）教育支援プログラムの作成 
プログラムは講義とディスカッションの形式とし，第 1回目は，子どもの成長発達について
学びたいという要望や他院と情報交換する機会が必要であるとのニーズから，『慢性疾患をもつ
子どもの成長発達に合わせた支援・日頃の看護実践や気になることについて』とし，参加者の
経験から振り返りを行う内容で構成した．第 2回目は，短時間で慢性疾患をもつ子どもや家族
のニーズを捉えることに難しさを感じている現状や家族看護の知識が必要であるとのニーズ，
家族とのパートナーシップ形成が難しい現状から，『子どもや家族のニーズを把握するための工
夫とコミュニケーション』に関する内容とした．第 3回目は，院内外の他職種との協働・連携
に困難を感じている現状や，社会資源等の知識不足のため家族への関わりが難しいと感じてい
る外来看護師が多いことから，『子どもや家族を取り巻く他職種との連携・社会資源や福祉サー
ビス』に関する内容とした．また，外来看護師は子育て世代が多く，参加しやすいように，土
曜日の午前中にすること，託児をもうけること，希望する回のみの参加も可能であることとし
た．プログラムのねらいは，「慢性疾患を持つ子どもや家族のニーズを捉えるため，看護実践に
活用できる知識を得ること，他院の看護師との情報交換を通じて，自らの看護実践を振り返る
とともに，具体的な看護実践への活用について考えること」とした． 
 
（２）慢性疾患をもつ子どもの家族のニーズを捉えるための小児科外来看護師教育支援プログ
ラムの実施と質問紙調査 

①対象者（参加者）の属性：プログラムへの参加者は 11 名であり，第 1回 10 名，第 2回 8名，
第 3回 5名であった．小児科外来経験年数は 1年未満が 5名，1年以上 3年未満 1名，3年以
上 5年未満 2名，5年以上 10 年未満 3名であった． 
②プログラムの評価 
・プログラムの満足度・講義内容の理解度（選択肢）：毎回終了後に行った満足度・理解度は，
第 1回から第 3回まで全員が「とても満足した」，「やや満足した」，「よく理解できた」，「少
し理解できた」と回答した． 
・各回のディスカッションの学び（自由記述）：第 1回は「他病院との違いや，同じような問題
や課題を抱えている」こと，第 2回は「今まで看護師間のカンファレンスができていなかっ
た」こと，第 3回は，「レスパイトについて，地域のニーズや課題がある」ことなどがわかっ
たとの学びがあった． 
・各回のテーマについて日々の看護実践を振り返り感じたこと（自由記述）：「忙しさを理由に
コミュニケーションを重要視していなかった」，「自分の行っていることの再確認ができ自信
につながった」など看護実践を捉え直す機会となったことや，「まずは看護師間で話し合い意
見交換をしたい」，「受診に来る子どもについて把握しやすい環境を整えたい」といった具体
的な看護実践についての内容があげられた． 
・実践への活用の程度（選択肢）・活用した内容（自由記述）：第 1回は活用できたとの回答が
7名中 5名であり，「処置前の声かけや説明を以前より時間をかけて行った」ことなどがあげ
られた．どちらともいえないは 2名であり，「活用するところまでは行かないが，心構えや見



方は変わった．外来看護師 1名を増やすという体制になった」ことがあげられた．第 2回は，
5 名全員が活用できたと回答し，小児看護専門看護師が紹介した情報収集カードを活用し，
「現在の状況を聞き取ることができた」等が聞かれた．第 3 回は，活用できたとの回答が 3
名で，どちらともいえない 1名，活用する機会がなかった 1名であった．活用する機会がな
かった看護師は「実践することはなかったが，看護師が他職種と連携を取りながら情報を共
有し合える関係が築けていることを確認した」との気づきが得られていた． 
・プログラムについての意見・感想（自由記述）：「他院の小児科看護師とディスカッションす
る機会がもてて楽しかった」，「自分の対応方法などの再確認や，周囲の看護師が行っている
動きを見る違った視点をもつことができた」といった肯定的な意見が聞かれた． 
 
（３）教育支援プログラムに関する面接調査 
①対象者の属性：面接の承諾の得られた 2施設 2名の外来看護師である．２名ともスタッフ，
常勤，小児科専任，看護師経験年数 10 年以上，小児科外来看護経験年数 ５年以上１０年未
満であった．外来プライマリー制度については，プライマリー制度がある１名，一部の患者
にプライマリー制度がある１名であった．教育プログラムの参加回数は，２回が１名，３回
が１名であった． 
②プログラムの評価：外来看護師は，「年齢に合わせた介入のポイント」や，「他職種との連携
の実際」，「短時間で家族とコミュニケーションをとるための関わりの実際」に関する具体的
な講義の内容が，プログラム終了後の看護実践に役立ったと述べた．特に，「受診時に短時間
でも会話ができればよいと考え，家族と話ができるようになった」ことや，「家族へ自分から
一歩踏み出して声をかけるようになった」ことなど，具体的な看護実践の変化が語られた．
その一方で，社会資源や福祉サービスについての知識不足や活用の難しさ，外来看護師間で
個別のケースを検討することの時間的な難しさ，配置人数の少ない外来看護体制の現状も課
題としてあげられた．また，今回同様に他施設の外来看護師とのディスカッションを含めた
定期的な学習の機会や，疾患ごとの成人移行期支援について学習する機会についての要望が
聞かれた．以上から，本研究で行った教育支援プログラムにより，参加者は認識や看護実践
の変化があり，プログラムの効果が確認された．しかし，プログラムの参加人数や面接調査
人数が少なく，十分な評価ができているとは言い難いという課題も残った．地域医療支援病
院に配置される外来看護師の人数の少なさや，配置転換による異動，プログラム実施場所へ
のアクセスの悪さ等が考えられ，今後さらなる検討が必要である． 
 
（４）地域医療支援病院の看護職者への聞き取り 
 上記の面接調査対象者が 2名と少なかったことから，地域医療支援病院で教育担当経験のあ
る看護職者 3名から聞き取りを行った．その結果，外来看護師を含む中堅看護師の教育につい
て，「日々行っている看護を語る機会がない」，「自分の行っている看護を客観的に見る機会が少
ない」，「施設を超えて共に学びあう機会が少ない」ことから，「他施設のスタッフと話し合いな
がら客観的に実践を振り返ることの重要性」が語られた．本プログラムでは，他施設の外来看
護師とディスカッションをすることにより，参加者が自らの看護実践を捉えなおす機会になっ
ていたことから，有効な方策であったことが確認された．また，外来看護師への教育支援には，
看護体制による充実とともに，スタッフのモチベーションを高めるような管理者の働きかけも
必要であることが新たにわかった． 
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